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　　　　　　　　　　　一日原素の護見完成

　化學源素は水素から始まって，ウラニウムまで，総計92種ある筈であるが，其のう

ち籔種は永く未螢見のものであった・それが，最近六七年間に諸學者の努力によって

漸次螢見せられ，今1931年初に至って，こエに全部の蛮見が完成した．下に其の新蛋

見のものの一覧表を掲げる．
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　　　　　　　　　　　琴座べ星の新愛光週期

　門田rトスコンシン大町天丈塁で，ステビンス氏の弟子であるホプア　C・M・1’｛uffc　r

氏が192δ年から1926年まで，一天交毫の光電光度計で，此の有名な蝕攣星の精密観測

をやった結果は，

　　　第一極大光輝＝1925年12月3L日344（世界時）＋12・09225×E

　　　（第一極大）から（第二極大）まで二6・日62

　しかし，此の星も，此のほかに可なり不規則な三光をやってみるので，簡輩な連星

系とのみ見ることはとても許されない．〔Washburn　Publ・XV，4・（19・　31）〕

　　　　　　　　　　　海王星の．衛星の質量

　地球と月とが共通の重心のまわりを巡ってみるやうに，海王星と其の衛星も亦其の

共遜の重心のまわりを巡ってみる．海王星の質量は地球の16・72倍，叉，海王星と衛
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星と最大の観距離は16！！3である・そこで若し海王星の位置を非常に精密に測ること

が出來れば，其の共通重心の位置が知れ，從って衛星の質量が知れる筈である・米國

ヰノ・〃由ではn・ル〃S・　B・Ni・h・1＄・・，ワツマ1ネンA・va・M・an・p・ヰリス

H・C・Willls三千が去る1931年五月r・　，60吋■反射鏡．のカスグラン焦黒占で爲眞観測をや

つ・結果が勲・れたが，期・よる・，海王星・鯉・羅醜球・難・、1。

であると　【：A・S・P・PubL（1931　August）261】

　　　　　　　　　　　9くべき六質量の星

　カナダ領脚クトリや下品毫のピアスJ・A・Pearce氏の報告によ才しば，　H・D・698と

いふ星は，週期55・904日の分光連星で，質量は

　　　　一つが太陽の134倍，　　　　他が同60倍
と）・ふレコ1ド破りのもの，距離は3400光年，分光型はBgsekである・

　　　　　　　　　　　小遊星は1185番まで確定

　最近着の，R，1・427「によれば，小遊星は新しく第11δ3番から第1183番まで確定・

登錬された．即ち下の通り・

番輝 輝 名

1153　［1924　SL　＝　1930　HH

1154　119，　27　CB

115r5　］1928　13D

1156　11928　DA

llor7　119．　29　OC

11　58　1　19，　29　OF

　　　　　　し
1159　11929，　RD

1160　1　1929　RL

1161　11929，　SF　＝　1931　BB

116L）　1　19．0，0　．A，C

1163　1　1930　ISA

1164　］　19，，O　1；B

1165　11！　3，0　H“．FI

1166　11930　MA
1167　1　19．　30　1｝B　＝＝　1924　SR

1168　F　1930　CeL　A

1番號

1　1169

　1170

　1171

　1172
　117　？）

　1174

　1175

　1176

　1177

　1178

　1179

　］180

　1181

　1182

　1183

假 名

19，　30　QH

1930　SC2
a

19．　30　［L“A＝1913　SY＝19L）6　．A．D

1930　U．ts．

i1930　’UB

1195’O　UC

119，　30　UD　＝　1907　AO

l1930　VE

I
i1霊｝乏；0　、VA

1931　EC
…
i1931　1・［）

19；）31　GE＝＝19U7　’ Tc’R　19，　Lt9：＝L－CM

I，　lf？一〇7　CC2

i19，　27　EA　＝　1915　b

i1930　DCt

　　　　　　　　　　最も短い週期の攣星

週期僅かに］時間40分と）・ふ珍らし）・短週期の二二が，南アフリカのジヨハネスバ
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”・一一一一’一一一一 @　．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一－『．　　　　　　　　　　　一

　1グ天上皇のフアンゲン1・H・van　Gelltと）・ふ人によって饗見された・此の星の位

置は

　　　　　赤経8h　10m38s　　　　赤緯一18。44！9　（19・　OO「0の分黒占）

　フアンゲント氏が観測決定した攣光要素は

　　　極大光揮＝」・D・2425843・7622＋（、・069746E

　であるが，其の後，ヰルソン由のメイヤルN・U・・MayalL氏の槻測によれば，週期は

　0．日06974683であって，窺眞光度の攣デる翻心は14・5から15・75までy“ある．色指

　撒は十〇・5ぐらゐ・　〔Pub・A・S・P・（1931　August）304〕

　　　　　　　　　　　　ピケリング言霊念資金

　米國・・｝V“　1ド大刷天文嚢は長くピケリングE・C・Pickering氏が塁長として薪天

　女學開拓のため努力したことを記念するため，資金を募集申であったが，ロクフエラ

　1財團’Pハ1ブ1ド大學其他の援助により募金が成功したので，此の資金によって，

　特にL記念資金研究．員「といふ制度を起すこととし，・今・般カムベルLe〔・n　Campbe］1氏

　を旧れに任命した．

　　因みに，カムベル氏は18S1年の生船で，1899年以来ハ1ゾ1ド天丈ii蓋に入り，ピケ

　リンゲ｛長脂導の下に，生として油鼠縫星の親測と研究とに盤力してみる人である・

　　　　　　　　　　エヂソン記愈の小遊星Llヂソニヤ「

　先頃逝）・た大登明家エヂソン　Thomas　Edis・nを記念するため，1913年カイザi

Fr，　Kaiser教授が登見した第742號小遊星は■DISONIAと）・ふ名が與へられてるる．

　　　　　　　　　　　　　土星の輪の質量

土星の輪は，第十七世紀にハイゲンスが幾見して以來，否，ガリレオが土星のL耳「

だなどと言ひ出して以哀，天界の謎の一つであるが，其の質量如何といふ問題はベッセ

ルが最初に研究したものであった．其の後，今日まで諸氏が行った結果を列べてみる

と，
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　　　研　究　方　法

衛星チタンの軌道自盛の運動より

濁自の微粒子論より

玉目ミ1マスの軌道圭軸の運動よリ

テスランの研究を修正

同　　　　　　再修正

衛星の連動論より

　　　　質量：

蝿・膿1

ク
ク
ク
ク
ク

］／50，000，000

1／620

】ノL960

］／26，7eO

l／2bi，700

1916年のウド教授の色寓眞によるアルベドの研究により

　　　（最大限度）　　　　　　　　　　　　　1／1，000，000
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此等についてスロ1カH・Slouka氏はScientia誌の昨八」月號：に詳言己してみる・

　　　　　　　　　　オクスフオ1ド大學天女學講塵瓢任

昨193岸壁逝去き糠タ1ナ撤授の後，英國オクス・オげ大込天賦講座eま空

席であったが，最近報1（よると，プラスケトH・H・Plaskett氏が此の講座の謄任教授

に新任されたといふ　プラスケト氏は英領カナズのギクトリや天文年長」・S・プラス

ケト博士め息であって，1893年ト・ソト市i（生れ，同地の大學を1916年に卒業の後，

1919年から父君ゐギクトリや天交塁1（於）・て圭に0型恒星の研究をし，1922年置れを

完成して，大に名盤を揚げた人である．1929年來，来國・’iゾ1ド大台天文塁に招か

れて助教授であった．

　オクスフオド大學の天文學講座は1619年サ1・セイギルSir　II・Savile氏によって

創設された英國最古のものであって，歴代の教授は，
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John　Bainbridge

John　Greaves

Seth　Wurd

Christopher　“・’ren

David　Gregnry

James　Braclley

’1’homas　Hornsby

Rigaud

W．　E　Donkin

Charles　Pritchard

I…【，　1ヨ［．　Tしlrner

II．　H．　’1’lasl〈ett

（1619－1643）

（1643－1648）

（1648－1661）

（工66エー1673）

（1691－1708）

（ユ721－1762）

（1763－1810）

（1827－1839）

（1842－1869）

（iB70－1893）

（1893一一193U）

（19，　52一　）

　米國アリゾナ州には，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）iablo

の長唄石坑と）・ふのがあって，專門家や族行者の目を惹いてみるが，今一つ，濠州に

も之れとよく似たものがある事が最近機甲された．昨1931年十一月4日馬車蓋物學會

の年會でアデレイド大學の地質學講師アルダマンA．R．　Aldcrman皮が報告したのが

最初で，氏は昨5月に此の土地を探則したものである．ところが同六月に叉南濠キヤ

ンコツタ博物舘のベドブオドR・Bedf・rd氏が3000〕里の自動車出行を敢行して此の隈

石坑を探瞼したといふ．此等の報告を綜合すると，止の唄石坑の位置は，東樫133。17／，

南緯24。3♂にあるヘンベリHenbury農場（ブインケ河畔）の西南西7哩の所で，俗

にDouble　I’unch－bowlと呼ばれ，殆んど大濠州の申央に翻り，マクド1ネル山脈の南

方約50哩である・

大隅：石坑が嚢見された

plエル天女ii蓬の閃々南35哩の所に有名なCanア（m
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　限石坑ほ，面積500ヤ1ド〉く500ヤ1ドの範園内に総計13個あって，最大のものは

長さ220ヤ1ド，幅120ヤ1ド，深さ50乃至60卿（及ぶ。他の限石坑はほv’圓形で，

直径ば．10ヤード乃至80ヤードある・坑の内部には月回は比較的に少なく，むしろ其

の外邊に多く，小は一オンス位から，大は／70｝ポンドのものまで，合計1350個の阻

鐵片が探鉱され，其のうち542個は，ロンドンの大英博物館に逸られて，陳列された・

　　　　　　　　　　　　太　陽　の　直　径

イタリヤのカムピドリオ天文毫で，毎日正午に太1；・一の親直径を槻戯することが1876

年以來， レスピギ氏によって始められ，今日も爾ぼ績けられてるる．近年の挙均値は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1928年　　　　　　　1923！／16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1929年　　　　　　　1923．26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1930年　　　　　　　1923．36

ig24年

Y　E，6年

1926年

1927年

1922！ノ06

1921．26

19，　22．04

］923．，08

　　　　　　　　　　諸遊星の誕生について

　今の太陽系が出來た理由，即ち太陽の周園に諸遊星の群が成立した事につ）・ては，

（昔のラプラ1λ読は論外として），チェンバリン，モ1ルトン，ジ1ンス等の諸．氏は

皆，太陽に他の一恒星が接近して潮汐力の結果出來たものであると主張してみるが，

英國のジエフレイH・Je醗y博士は二年前から，新たに太陽と一恒星との正面衝突説

を提出してみる・ところが，昨年平米國に招かれて行ったオランダ國ライデン大喜天

文…嚢長デ・シタ1W．　D・Sitter敏授はワシントンの講演に於・・て，叉，此の衝突読

を是認し，之れで無ければ太陽や諸遊星の一斗問題を解繹出來な〉・としてみる・うζ，

氏によれば，二星衝突の際，多量のガス膿が太陽から排出されたと考へ，其の大部分

は叉元の太陽に吸ひ込まれたが，しかし此のガス膿が諸遊星の軌道に影響を與へて，

一般に知られる如く，園形に近）’軌道となったものだと考へてるる．

　　　　　　　　　　原子量2の水素護見さる

　米國コロンビヤ大學のユリ1H・C．　Urcy教授とモルフイG・M・MuTphy爾氏は，

近頃，普通知ら才してみる水素の原子2個が組み合せられてゐ．る新原素を登見した・其

の方法は薯逓の水素が氷結するやうな撮氏一223。（華氏一4360）と）・ふ低温度に於い

て，尊邸の下に水素ガスを蒸聾せしめ，こエに蒸溜されたものを分光器によって襯測

したのであるが，所謂バルマ1綜列に似た光線が得られたのである．此のやうな新種

の水素が存在するだらうと）・ふことはジヨ1ソンIL　L・　Johnson，バ1ヂR・T・

Birge，　D・H・Menze1等の諸氏が少し以前に理論上から豫覚したものであって，それが

實瞼的に得られたわけである．此の結果，天文學の方面に於V・ても，例へぱ木星や土

星等の大遊星の構造に關する薪研究の手掛りが得られるだらうと思はれる・


